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極乾燥

乾燥

半乾燥

乾燥半湿潤

仮想水

38.9億㎥

8 億㎥
2.5億㎥

4.9億㎥

0.3　億㎥

0.3　億㎥

１０.0 億㎥

合計　640億㎥

×30830

15,415 L
牛肉

×30830

牛肉
5988 L

×11976

豚肉

×11976

肉

×8470

4325 L
鳥肉

×8470

鳥肉

×7704

3852 L
カシミヤセーター

×7704

2700 L

×5400

T シャツ

×5400

シアー素材布

引張力を負担

2Lペットボトル

圧縮力を負担

①運搬 ②穴掘り ③布に張力をかける ④ペットボトルをつける ⑤圧縮をかけ、立体にする
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地中熱

スリットによる通風

水ペットボトル彩光

トップライト

煙突効果

水 , 珪砂による断熱

柱が高いところには水が多く集まり、水をとるために人も多く集まる

温室ペットボトルは遊牧民と遊緑民の交流のきっかけになる

水を取りに来ることがコミュニティを作る

水たまりを作る柱には水を飲みに家畜がやってくる

柱が低いところは密に配置され落ち着いた空間になる

水源郷にやってくる

放牧する

移動する 空地になる

回復する

家畜のフンが肥料と

して残る

×10ゲル

遊牧 ×40

羊 ×200

馬 ×20

ラクダ ×10

水源郷 ×1
直径 400m

直径 8m

ゲル

ペットボトルハウス

水盤

400,000

40
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内モンゴル

草原面積 7880 万 ha

( 内 59％が砂漠化 )

水源郷

×60人

×200 頭
水源郷草原面積　

12.56ha

×600

砂漠化している 3940 万 ha を補うことで

×20頭

遊牧民

栄養

栄養

沙米
サーミー アカザ科 /スナヨモギ属

草丈 0.5 ～ 0.7ｍ

播種する必要はなく、砂の移動を

抑えればかなり高い確率で生えてくる

沙打旺
サダワン マメ科 /オウギ属

草丈 0.5 ～２ｍ

窒素固定や落ち葉によって土壌の改良

を行うことができ流動砂丘を緑化していける

苦豆子
クードウツ

緑肥となり、他の植物への

養分供給・土壌の改善を行う

マメ科

草丈 0.2 ～ 0.6ｍ 沙蒿
サーホウ キク科 /ヨモギ属

草丈 0.3 ～ 0.8ｍ

自然適応力が高く、繁殖力も強い。

乾燥に強く家畜の優良飼料になる。

楊柴
ヤンツァイ マメ科 /イワオウギ属

樹高１～３ｍ

根粒菌を根に持ち、

空中窒素の固定をし、土壌を肥やしていく。

蓼子朴
リャオツーポー

受粉の役割となる

ミツバチが好み、生態系が回復する

キク科

草丈 0.2 ～ 0.4ｍ沙柳
サリュウ ヤナギ科 /ヤナギ属

樹高２～５ｍ

挿し木で緑化できるため

先駆植物としての働きが強い

檸条
ニンティアオ マメ科 /ムレスズメ属

樹高１～５ｍ

植栽５年で地上部を刈り取ることにより

萌芽更新をする。刈り取ったものは燃料になる。

65
00

6500

＝500ml
物は 1kg あたり
1枚当たり

03　敷地　中国　内モンゴル自治区

都市ごみであるペットボトルを用いて組積造建築を作る ステンレスメッシュによって空気中の水を水分に変える 都市ごみを撒くことによって う行を化緑、え植に順の木高→草→木低るす善改壌土,げ上を力水保 ペットボトル組積の技術を用いて村が広がる遊緑民が移動することで緑が広がり砂漠化が防止されていく

「中国の環境政策　生態移民　緑の大地　内モンゴルの砂漠化を防げるか」より抜粋

01 日常の中の中国製品

食料自給率が低く、食料や洋服のほとんどを輸入する日本ではより多く
の仮想水を必要とする。実は日本は”世界最大の水輸入国家”なのである。
水の総輸入量は 640 億㎥にも及ぶ。間接的に水を奪うことで砂漠化を引
き起こしているのだ。

■水輸入マップと砂漠化地域を重ねる■身の回りの生活用品

■目に見えない水 ”仮想水 ”

内モンゴル各地をペットボトルハウスで巡
り水源郷を建てる。水源郷から取れる天泣
＝水滴と都市ごみを用いて砂漠緑化を図る
人たち＝遊緑民を提案する。

■遊緑民とは

遊緑民は中国で問題となる都市ごみをペットボトルと生ご
みの 2つに分け利用する。
①ペットボトルの中に水か珪砂を詰めることで建築資材へ
と変える。
②都市ごみを砂漠緑化のための土壌改善として利用する。

■都市ごみ利用

■遊緑民相関図

水源郷とペットボトル組積造による建築を建て
ることで、内モンゴルの新たな未来を創造して
いく

■遊緑民と遊牧民のライフスタイル

夏の期間を遊牧民と遊緑民で過ごす。互いの生活動線で交
流が生まれる。水を介したコミュニティが出来上がる。

■構成員

NGOに派遣され、建築技術者 , 大学教授 ,
大学生 , 会社員 , 地域住民で構成される。

遊緑民になることで、より身近に 4000 年
以上続く遊牧の文化に触れることができ、
その文化を守る一助になる
学生は世界各地の建築技術者や , 大学教授、
社会人、遊牧民と関わることができ、かけ
がえのない経験となる

04 砂漠化をすくう遊緑民

私たちの日常生活は中国製品に囲まれてい
る。
洋服 , 冷凍食品、スーパにー並ぶ野菜や牛肉、
毎日使うスマホ。
中国製品をなしに日本人は生きていくことは
できない状況になっていると言える。

天泣で紡ぐ
-遊緑民による砂漠緑化の提案 -

世界最大の水輸入国 "日本 "

一見すると無縁に見える "中国で起こる砂漠化 "と " 日本 "

しかし実は日本が食物や服を中国から輸入することで同時に水を輸入し水不足や砂漠化を引き起こしている

水不足や砂漠化に悩む中国では生態移民政策が実施され、遊牧や放牧が禁止された

4000 年以上続いた伝統的な暮らしが今途絶えようとしている

そんな時 , 砂漠化を防止するべく遊緑民が立ち上がる

中国からのモノの輸入で成り立つ生活。
実はモノだけではなく同時に目に見えない水＝ ” 仮想水 ” を輸入してしまって
いる。
仮想水とは洋服や食料等を生産するのに使用する水の総量のことを指す。

【　Phase1-NGOが遊緑民派遣 -　】 【　Phase2- 水源郷を建て天泣を集める -　】 【　Phase3- 都市ごみで土壌改善する -　】 【　Phase4- 緑化で居場所を作る -　】 【　Phase6- 水源郷で村が広がる -　】【　Phase5- 遊緑民が移動して緑が広がる -　】

02 世界最大の水輸入国　”日本 ” と砂漠化

砂漠化、都市ごみ問題、民族問題など多数の問
題を抱える。かつてはゲルで遊牧をしながら暮
らした。
生態移民政策によって移民村への移転、生業転
換を余儀なくされ家畜との暮らしを失った。

①オルナ家族 3人家族

移民村へ移転後、タクシー運転手
「放牧を禁止され , 生業転換を余儀なくされました。収入
が減り、生活が苦しくなりました。」

②バートル夫婦 2人家族

移民村へ移転後、家畜飼料作り
「移民村には住まないほうが良い。故郷に帰りたいが荒地
になってしまっている。」

■生態移民政策

■中国　内モンゴル自治区

①貯水 ②水たまり ③散水

表面を鉄板で覆い、内

部に水が溜まるように

する

柱を伝い、地面に水盤

が形成される

メッシュ交点で水滴化

し、地面に散水される

08　植栽計画

2 種類のペットボトルとシアー素材の布を組み合わせ、ペットボトル組積造を
構成する。組積造をより簡単な工法にすることで現地での組み立てを可能にす
る。

珪砂

Ⅰ . 構造体

水 +絵具

Ⅱ . 照明 構造詳細図

■施工計画 ■都市ごみによる土壌改善

珪砂であっても生ごみで保水力をあげることで植物が発芽・成長することを確認した

現状 提案 未来

保水力や栄養が不足し
ている

粒子の間に隙間を作る
ことで水がたまるよう
になる

生ごみは栄養に、ビ
ニールは蒸発を防ぐも
のになる

■都市ごみによる緑化実験

柱の疎密によって人の集まり方をコント
ロールする

柱が高い所は柱を疎に配置することで大
きな集まりができるスペースを作る。
周辺にゲルが入ってきて、空間を利用し
ていく。

柱が低いところは密に配置し、小さな集
まりができる落ち着いた空間を作り出
す。

■ 3つの集水方法

■砂漠緑化の流れ

家畜が草を食べ、移動してフンをする。フンから種子が発芽することで草原面
積が拡大する。水源郷を中心とした羊の生活半径 4.5kmが緑化されていく。

目的

結果
①発芽なし　② 7 日目　③　6日目発芽

水やりから 3時間後の
土壌水分より土壌改善効果を確認した

方法

生ごみによって珪砂の土壌改善を行える
のか確認する（保水力 , 栄養の変化）

①珪砂のみ②珪砂 +生ごみ　③珪砂 +生
ごみ +ビニールの土壌を用意し種をまき
様子を観察する。

■植栽図鑑

ペットボトル内部に詰めるものを変えることで空間の質を変化させる

柱による疎密感 疎密間による集まり方

■断面計画

■平面計画

■家畜による緑化範囲の拡大

乾燥しているように見える砂漠でも、湿度が 50％以上あり、空気中には水
分が存在する。朝夕には霧が立ち込めることもある

晴れた日の朝、蜘蛛の巣に露がついていることがある。
蜘蛛の巣はメッシュ状の繊維で出来ており、糸と糸の交点
に水が集まり、水滴化する。この仕組みを用いて空気中の
水分を水滴に変え、水を集める提案を行う。

■水滴化実験
目的

方法

メッシュによって水滴が集まるか確認
し、最適な素材や目合いを探す

①水滴を集めるのに適する素材を探す
②水滴を集めるのに適する目合いを探す。

結果

水滴がつく様子

a: チタン（目合い 0.5mm）
b: ステンレス  ( 目合い 0.5mm)

c: ポリプロピレン　（目合い 0.5mm）

d: ステンレスメッシュ（目合い 0.50mm）　
e: ステンレスメッシュ（目合い 0.25mm）
f: ステンレスメッシュ　（目合い 0.10mm）

a b c d e f

12/16

12/18

湿度 72％

湿度 74％

2ml 10ml 5ml 12ml 14ml 15ml

1ml 11ml 5ml 11ml 14ml 16ml

①ポリプロピレンよりステンレスが 2
倍水滴を多く集めること

②目合いが細かければ細かいほど多く
の水滴が集まるが分かった。

実験器具

■空気中に存在する水

■蜘蛛の巣の朝露に倣い水を集める

■水源郷

■平面計画

直径 400mの中で 10 世帯のゲルが協働して暮らす。かつてはなかったゲル
同士の交流も盛んになり、大きく集まることができるようになる。家畜の草
消費量 , 人や家畜の水消費量から大きさを決定した。

朝方、夕方に確認した

■遊牧民と水源郷

遊牧民は半年に一度移動し、使用して
いない間に水源郷内の草を回復させる

家畜のフンが残ることで水源郷周辺は
さらに肥沃な大地へと変化していく

遊牧民が来ることでさらに緑化は進ん
でいく

水を集める工場であり、大きなゲルにもなる施設として水源郷を提案する。
水源郷は遊緑民が建築し、複数の遊牧民世帯で協働して維持管理を行う。

■柱の疎密による水源郷利用計画

■断面計画

■ペットボトル実験
目的

方法

■ペットボトル組積構造

09 天泣＝水滴を集める水源郷

06遊緑民移動のための建築＝ペットボトルハウス 07 生ごみによる緑化

1. 珪砂のみ　 2. 珪砂 +生ごみ　

3. 珪砂 +生ごみ +ビニール

a: 珪砂    b: 生ごみ・ビニール　c: 土壌水分計

21.5％ 21.3％ 21.5％直後

3時間後 10.1％ 15.7％ 18.6％

1 2 3

ペットボトルハウス内部に印象的な光が差し込む ペットボトルハウスで生活動線が交わり遊牧民と遊緑民が交流する

珪砂 水割合

空間性

住宅内部に対し、光を入れる強度を検討する。部屋に広がる拡散の仕方
について考える。

実験器具

①スタイロフォームに遮光性の布をかけ、910 × 910 × 1820mmの箱
をつくる
②上部に３つの穴をあけ、ペットボトルを差し込む

実験結果 1 実験結果 2
絵具の濃度で光の拡散の仕方をコントロールする 漂白剤の濃度で光の拡散の仕方をコントロールする

a: 水     b: 水 + 絵具（1g）   c: 水＋絵具（5g)　d: 水　
e: 水 + 漂白剤 (20ml)　f: 水 + 漂白剤 (50ml)　g: スタイロフォーム +遮光性布　

珪砂多

私的

水多

公的

■空間利用

ペットボトルの内部に詰める水と珪砂の割合を変化させること、水の透明度を変
えること、穴の掘り込み方を変えることで空間の質を変化させ利用していく

ⅰ .　ペットボトルハウス  　

火を中心とした暮らしを行う。中央からは空気が循環していく。
壁を彫り込むことで収納をつくる

ⅲ .　水が集まる土間  

水が集まる柱が内部まで入ってきて、建物内部に水盤をつくる
水を求めて人々が集まりコミュニティが出来上がる。

ⅱ . むらの学び舎　　

地面を深く掘り、壁を本棚として利用する。
子どもや大人が集まり、互いから学びあう

柱が内部まで入ってきて水盤を形成する

水が集まる土間村のまなびや

掘り込み方を変えることで居場所を形成する

ペットボトルハウス 温室ペットボトルハウス

流動砂丘の中で埋もれ
ず、砂を固定できる低
木を植える

表土、土壌改善のため
草を植える

深土、土壌改善・砂漠
化防止のため高木を植
える

期後期中期初

■配置計画

柱を疎密感をつけて配置を行う 疎な空間は大きく集まることができる

ペットボトルを用いることで過酷な環境の砂漠で快適に過ごす方法を考え
た。半地下とすることで温熱環境を改善するだけでなく、高さを抑えるこ
とができ、施工性を高めることができる

火を囲む暮らしを行う。3～ 4人で 1つのペットボトルハウスの中で生活
する。掘り込みを作ることで収納スペースを確保する。

a b c

a b ｃ

ｄ ｅ ｆ

1 2 3

種まきから 1か月後の様子

d e f ga ｂ c

a ｂ c d e f


